
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立北浦和小学校 ）     学校番号 ０１１                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 自利利他円満～一人ひとりが幸せになる学校        

          

重 点 目 標 

１ 教科横断的な学びを実現する学力の育成と協働的な学びの場の形成（STEAMS）＜学力向上＞ 

２ 豊かな人間性とリーダーシップの育成（Well-being）＜教職員の資質向上・安心安全＞ 

３ 健やかな体と夢に向かって努力する心の育成（Well-being）＜学力向上・教職員の資質向上＞ 

４ 心に潤いをもたせる教育環境の整備と充実（SDGｓ）＜安心安全＞ 

５ 家庭・地域との連携と働き方改革の推進（SDGｓ）＜開かれた学校づくり＞ 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月１６日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

＜現状＞ 

〇令和 2 年度より「さいたま STEAMS 教育」の研究

指定校として、国語科を中心に、教科横断的な

学びの創造に取り組んでいる。 

〇全国及び市の学習状況調査の結果から、全体的

に学力は高いと言える。しかし、「出来るが好

きではない」という傾向が見られる。 

＜課題＞ 

〇国語科で培った力を他教科でも活用して対話的

で探究的な学びを実現するために、STEAMS TIME

での国語の力の活用に取り組み、その結果を研

究発表会を通じて広く市内の学校に公開して研

鑽を深める。 

〇学ぶことの楽しさを十分に味わわせ、学びに対

する関心・意欲を高める必要がある。 

・ さ い た ま

STEAMS 教育研

究の総括と展

開 

 

 

 

① さいたま STEAMS 教育の研究発表会を

開催し、授業公開・研究協議を行う

ことによって、校外からの意見を踏

まえた改善を図る。 

② ３年間の研究をまとめた研究紀要を

作成して研究成果を周知し、市全体

の研究に寄与する。 

①授業公開・研究協議に５０名以上の参

加を得るとともに、参加者の意見を踏

まえた新たな研究計画を作成できた

か。 

②研究紀要を１６４校に配布し、紀要に

対する「参考になった」の肯定的評価

を８０％以上得ることができたか。 

① 10月 4日に実施した研究発表会には 59名の

参加を得た。令和５年度の研究計画書を作

成し引き続き、教科横断的な視点に立った

資質・能力の育成に取り組む準備を整えた 

② ３年間の研究をまとめた紀要を２月中旬に

市内１６４校に送付する。評価は未定。発

表会当日参加者の肯定的評価は９８％。 

B 

＜課題＞市教育委員会より指定を受け

た「教科横断的な視点に立った資質能

力の育成」の研究を継続し、令和の日

本型学校教育の具現化を図る。 

＜改善策＞STEAMSTIME について、今年

度の実践を踏まえ、一層体験的かつ協

働的な内容に改善していく。 

 

・研究授業公開、研究紀要の作

成と日頃の授業充実に取り組

む姿勢はすばらしい。今後も

国語の大切さ、体を動かすこ

との大切さを追求してほし

い。 

・話合いながら協力して学ぶこ

とができている。 

・授業の中に子ども同士がほ

め・認めることを大切にした

実践を行ってほしい。 

・学ぶ楽しさを

実感できる協

働的な学びの

創出 

 

 

 

 

①教え合い、学び合いの楽しさを味わわ

せるため、日常の学習活動の中に、話

合いの場面を積極的に取り入れる。 

②ＩＣＴを活用し、小グループや学級全

体で意見を共有したり協働したりする

学習場面を設定する。 

③学校行事や校外学習の機会を使って協

働的な体験を味わわせる。 

①学校自己評価に係るアンケートで、話

合い学習が楽しいと回答する児童が、

８０％以上になったか。 

②学校自己評価に係るアンケートで、

ICT を授業で効果的に活用したと回答

する教員が８０％以上になったか。 

③各行事や校外学習において、協働的な

活動を１回以上設定できたか。 

① 様々な教科の学習で少人数による話合い学

習を取り入れた結果、８１．９％の児童が

肯定的な回答をした。 

② 授業研究会を通して教員が互いに授業を参

観する機会を設け、指導法の共有を進めた

結果、肯定的回答が８１．８％となった。 

③ 校外学習に当たり児童の実行委員会を組織

するなど各 1回以上実施した。 
 

A 

＜課題＞感染症対策の変更を見定め、

これまで制約の多かった音楽、家庭科

について、より一層体験的な学習活動

を推進する。 

＜改善策＞学校行事における協働的な

活動と振り返りの時間を充実させ

る。話合い活動の工夫により学び合

いの力を向上させる。 

2 

＜現状＞ 

〇教職員の意識改革は十分とは言えないが、コロ

ナ禍に対応するため教育活動を抜本的に見直す

経験を重ね、過去にとらわれず本質を大切にし

た取組を企画する力もつけて来た。 

＜課題＞ 

〇新学習指導要領の 3 つの資質・能力を育成する

ための環境整備や指導法、GIGA スクール構想に

対応するためのスキルや発想力を身につけると

ともに、自ら学ぶ姿を示すことで児童の学びを

引き出す新しいリーダーシップ、更には多様性

を尊重し傾聴力を備えた教職員を目指す。 

・児童一人ひと

り に 寄 り 添

う、多様性の

理解とカウン

セリングマイ

ンドの向上 

①児童理解研修、ケース会議等、チーム

による児童理解の機会を設定し、多

面的な児童理解を進める 

②ＳＣ、ＳＳＷ等による専門的な助言や

家庭との連携により多角的に児童の

支援を図る。 

①チームによる児童理解の機会を年間に

１５回以上開催したか。 

 

②教員がＳＣ，ＳＳＷ等との協議や家庭

との連携のための話合いを年間５０回

以上持つ事が出来たか。 

① 児童理解研修 2 回、ケース会議 23 回実施。

専門家を招き共有したり保護者に寄り添い

次に向けた話し合いを行ったりして児童理

解を進め手立てを講じた。 

② SC、SSW 合わせて９１回の協議や連携をも

ち、継続的な見守りを行った。 

A 

＜課題＞配慮の必要な児童へのチーム

による支援体制を構築する。 

＜改善策＞生徒指導提要改訂の趣旨を

教職員が理解するための研修を実施す

る。SC、SSW との連携をさらに充実さ

せる 
 

・配慮の必要な児童に寄り添

い、心のケアを重視していて

よいと思う。 

・児童の多様性を踏まえた対

応、とりわけよく聴くことに

取り組んでいる。 

・ICTの活用が日頃の授業の中

で実践できている。 

・今後、教科担任制の導入に向

けて、研究・実践をしてほし

い。 

・新学習指導要

領に対応する

ための ICT 活

用能力の向上 

 

 

①エバンジェリストによる ICT 活用のた

めの研修会を開催して、学校全体の

レベルを向上させる。 

②一人ひとりの教員が ICT 活用の課題を

設定して実践し、学校全体の活用の

幅を広げる。 

①「よい授業」質問③の項目の全校平均

が 3.4以上になったか。 

 

②全ての教員が、新たな ICT 活用の授業

実践を行う事が出来たか。 

① エバンジェリストを中心に研修会を実施す

るなど活用方法の共有を図った結果、全校

平均が３．４となった。 

② 校内で共通課題を設定して取り組んだこと

で、全ての教員が、オクリンクやムーブノ

ートを活用した授業実践を行った。 

A 

＜課題＞個別最適な学びに向けた ICT

の一層の活用を推進する。 

＜改善策＞ドリル教材の効果的活用と

学習履歴の利用に取り組む。CBTへの

対応を踏まえ、教員の問題作成力を

向上させる。 

3 

＜現状＞ 

〇「自分の力でより良い世の中を作っていきた

い」という質問に 70％の児童が「そう思う」と

答えており、社会貢献への意欲は高い。一方、

運動の機会が減少したことから、運動能力につ

いては低下傾向が見られる項目がある。 

＜課題＞ 

〇児童の得意分野を伸ばし自信を育てる指導を行

い、自分の夢に向かって努力する心を養うとと

もに、努力を支える基盤となる一人ひとりの健

康づくりにも積極的に取り組む。 

・目標に向かっ

て計画的に努

力する、学び

に向かう力の

育成 

①学級、学年等様々な機会を通じて、一

人ひとりが目標を決め、実践し振り返

る機会を繰り返し設定する。 

②教職員の連携により、児童の成長を複

数の目で観察し、多面的に評価する。 

①学校自己評価に係るアンケートで「よ

り良い世の中を作っていきたい」と回

答する児童が８０％以上になったか。 

②教職員が連携する仕組みを 3 種類以上

設定できたか。 

① 各学級で学期毎に一人一人が目標を設定す

る等の取組により９０．７％の肯定的回答 

② 児童理解に関する研修、学校運営協議会の

提言を受けての取組、SDGｓに関する取組な

どを実践した。 

A 

＜課題＞自己肯定感を高め、自信をも

って取り組める環境を整備する。 

＜改善策＞児童が立案実行可能な企画

を学年ごとに設定する。 

 

・中学生、高校生との授業を取

り入れる等、つながりを重視

していく。 

・日常の学級生活の中でほめ・

認める活動を取り入れ、豊か

な心の育成を図りたい。 

・卒業した子のボランティア意

識が高い。本校の児童育成の

成果と言える。 

・進んで運動に

取り組み自ら

の健康に関心

を持つ意識の

向上 

①教科担任制の導入により体育の学習の

充実を図るとともに、遊びなど日常的

な運動の機会を増やす。 

②学校保健委員会等、健康に関して保護

者との連携を図る取組を進める。 

①学校自己評価に係るアンケートで「ス

ポーツや運動が好き」と回答する児童

が、８５％以上になったか。 

②保護者との連携を深める取組を５つ以

上実施できたか。 

① 休み時間の外遊びの奨励、「元気タイム」

の全校での取組、体育授業の改善等により

８６．５％の肯定的回答。 

② 学校保健委員会,8020 歯の健康教室、薬物

乱用防止教室など 4つの取組を行った。 

B 

＜課題＞運動の機会を増やしスポーツ

に進んで取り組む環境を整備する。 

＜改善策＞教科担任制による体育の学

習の充実と児童会活動による運動キ

ャンペーン等の取組を行う。 

4 

＜現状＞ 

〇児童数の増加により空間的なゆとりを確保する

ことが難しい。教室の床や昇降口等施設設備の

老朽化も進んでいる。 

〇食物アレルギー等、健康面への特段の配慮が必

要な児童が年々増加している。 

＜課題＞ 

〇計画を基に、児童が安全で潤いのある学校生活

を送ることが出来る施設設備の充実を図る。 

〇安全に対する意識を向上させ事故を防止する。 

・児童の心に潤

いを与える教

育環境の整備 

 

 

①安全点検を定期的に実施して結果をも

とに修繕等を実施するとともに、樹木

等の管理を計画的に進める。 

②校舎内外の掲示物を計画的に更新して

季節感や学びの楽しさを演出する。 

①学校自己評価に係るアンケートで「美

化。安全の指導に努めている」と回答

する教職員が８５％以上になったか。 

②掲示物の更新を、６か所で合計６０回

以上行うことができたか。 

① 安全点検に基づいた修繕を計画的に取り組

むなど努力したが８１．３％であった。 

② 月ごと定期的な更新に加え、児童委員会活

動による取組や正門掲示の改善など掲示物

更新は 60回以上 

B 

＜課題＞リフレッシュ工事を見据え計

画的に施設設備の整備修繕を行う。 

＜改善策＞他校のリフレッシュ工事の

情報を収集する。８０周年に向けて

の優先項目を定める。 
 

・校舎の老朽化、児童の増加に伴う

特別教育の減少により、ゆとりあ

る空間の必要性を感じる。 

・掲示物は常に創意工夫があり、教

職員の取組に敬意を表したい。 

・学校が常に安全な体制が整うよう

学校・家庭・地域が連絡体制を強

化し、充実させていってほしい。 

・安全な生活の

実現に向けた

意識の向上 

 

 

①健康観察、登下校指導等の日常的な安

全指導を積み重ね児童の安全への意識

を高める。 

②AED,エピペン、不審者対応等、安全に

関する教職員研修を実施する。 

①学校自己評価に係るアンケートで「健

康や安全に気をつけている」と回答す

る児童が９０％以上になったか。 

②安全に関する教職員研修を５回以上行

うことができたか。 

① けがマップの作成、日常的な安全指導の繰

り返し等により９３．０％の肯定的回答。 

② 食物アレルギー対応、ASUKAモデル等５回

以上の教職員研修を実施した。 
A 

＜課題＞けがや病気を予防するための

安全意識の向上 

＜改善策＞学校保健委員会の開催及び

児童会活動による健康キャンペーン

等の取組を行う 

５ 

＜現状＞ 

〇学校運営協議会の実施に向けて熟議を積み上げ

てきた。家庭、地域、学校の代表が意見を交換

する中で、本校の児童に育てたい力が明確にな

り、参加者も熟議を肯定的に捉え、学校づくり

に積極的に関わろうとしてくれている。 

＜課題＞ 

〇昨年度の取組を生かし、熟議での願いに向け

て、家庭、地域、学校がそれぞれの場で具体的

に何を行うかを明らかにして取り組む。 

〇教育活動を保護者や地域に公開し、児童の姿を

見てもらう機会を増やす。 

・目指す児童の

姿を共有する

ための情報発

信と教育活動

の公開 

①学校 Webページに学校運営協議会の情

報を発信するページを新設し、目指す

児童の姿や協議内容を広く共有できる

ようにする。 

②感染症対策を工夫して、授業参観、運

動会の公開を行う。 

①学校自己評価に係るアンケートで「学

校運営協議会の活動が分かる」と回答

する保護者が７０％以上になったか。 

②学校自己評価に係るアンケートで「教

育活動を積極的に公開している」と回

答する保護者が８０％以上になった

か。 

① Webページ、学校だより等で積極的に情報

を発信し９６．７％の肯定的回答。 

② ２週に分散しての土曜参観、学年ごとに入

替制で実施した運動会、体育館でのハッピ

ースタートの会等感染症対策と公開の両立

に努め９４．５％の肯定的回答。 

A 

＜課題＞学校運営協議会の活動の更な

る周知と学校・家庭・地域の協働を

推進する。 

＜改善策＞コミュニティ・スクールの

周知方法について熟議を行い、学

校・家庭・地域それぞれの視点で周

知を行う。  

・豊かな心を育てるため、学校

運営協議会として、学校・家

庭・地域が同じ方向（子どもを

ほめ・認める）で、周知徹底を

図りたい。 

・北浦和フェスティバルは、地

域との連携を深めるだけでな

く、児童の発表の場となってい

るため、引き続き、豊かな心を

はぐくむ機会としていけるよう

発信していきたい。 

・教職員のワー

クライフバラ

ンスと地域交

流との両立 

①北浦和フェスティバルを通じて、地域

の青少年育成諸団体との相互理解と連

携を進める。 

 

①北浦和フェスティバル実施後のアンケ

ートで「地域のことが今まで以上に分

かった」と回答する教職員が８０％以

上になったか。 

① 土曜授業の午後で各団体との交流も行いや

すくしたことにより「地域の人たちの温か

さを感じた」などの感想もみられるなど、

フェスティバル全体の満足度の肯定的評価

が８７．６％であった。 

A 

＜課題＞教職員のワークライフバラン

スを踏まえた地域との連携 

＜改善策＞今年度の見直しをもとに、

地域等主催行事への教職員の参加方

法についての課題を把握する。 



 


